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※令和４年第１回定例会では、新型コロナウイルス感染拡大防止の
　ため、一般質問は中止しました

阿見町議会では議会改革の一環として町民からの要
望、提言、その他の意見を広く聴取し、議会改革・
活性化の推進及び政策提案機能を強化することを目
的に「議会モニター制度」を導入しました。今年度
は７名の町民の皆さんに議会モニターを委嘱してい
ます。（詳細は１７ページをご覧ください）
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令和4年度予算はこのように審議された予算
審議 令和４年度 当初予算可決

その他の自主財源 12.6%
　22億3,197万9千円
（19億4,102万3千円）

地方交付税 6.2%
　11億1千円
（5億1,100万1千円）

国庫支出金 14.0％
24億8,117万4千円 
（25億3,758万円）

県支出金 8.0％
　14億2,143万2千円
（13億8,985万1千円）

町債（町の借金）5.1％
　8億9,720万円
（14億8,990万円）

その他の依存財源 9.2％
　16億1,636万8千円
（14億9,601万8千円）

町税 44.8％
　79億1,384万6千円
（76億1,362万7千円）

一般会計歳入（176億 6,200 万円）

農林水産業費 1.8％
　3億1,934万7千円
（3億3,868万2千円）

商工費 1.9％
3億3,074万2千円
（2億2,430万円）

土木費 11.2％
　19億7,901万1千円
（21億2,778万1千円）

消防費 4.1％
　7億2,283万5千円
（7億475万5千円）

教育費 11.2％
　19億8,669万4千円
（18億4,944万6千円）

災害復旧費 0.0％
1千円

（1千円）

予備費 0.1%
2,000万円

（2,000万円）公債費（借金の返済）9.1％
　16億522万8千円
（15億938万7千円）

諸支出金 1.3％
　2億3,837万3千円
（2億7,997万3千円）

議会費 0.9％
　1億5,725万8千円
（1億5,605万5千円）

総務費10.7％
18億9,178万3千円
（18億486万円）

衛生費 9.6％
　17億378万円
（13億5,938万8千円）

民生費 38.0％
　67億694万8千円
（66億437万2千円）

※（　）内は、前年度予算額となります。
　パーセント（％）は、小数点第２位を四捨五入しております。

一般会計歳出 （176億 6,200 万円）

出張所維持管理費（委託料・工事請負費）74 万 6 千円

表口の防犯カメラ更新工事だが、うずら出張所は公
金・個人情報を取り扱っているので、裏口に取り外
した表口の防犯カメラを付けたらどうか。
表口のカメラはかなり古く、いつ壊れてもおかしく
ない状況なので、令和 4年度交換の予算措置をした。

問

答

生涯活躍のまちづくり事業 20 万 2 千円

新たな選定作業に着手するのは、どのような手順を
踏み、いつ頃を予定しているのか。
本計画は、令和４年３月
31 日までが期間となって
いる。国に相談した結果、
「安易な期間延長はすべき
ではない。一度計画を終
了し必要性があれば新た
に申請するのが望ましい」
という回答だった。町と
しても、一度この計画を
終了したいと考えている。

問

答

阿見町うずら出張所

児童館施設運営費 1,387 万 1 千円

利用者から日曜日も開館して欲しいとの声がある。
こうした声は、児童館に届いているか。
児童館を利用してい
る方々からは、今
のところ直接は日曜
日を開館して欲しい
という要望は聞かな
い。町民から日曜日
を開館して欲しいと
いう要望があれば検
討していく。

問

答

人権・同和問題啓発事業 50 万 5 千円

人権擁護に関する条例を制定する用意はあるか。
人権の尊重や擁護を謳

うた
っている条例はいくつかある

が、人権そのものに関する条例を制定する予定はな
い。
町民を対象とした啓発活動はどういったものか。
偶数月の第 1 木曜日に特設人権相談所を庁内に設け
ているほか、広報あみやホームページへの掲載、公
共施設のポスター掲示やリーフレット配布を行って
いる。

問

問

答

答

障害者地域生活支援事業（委託料） 1,996 万 6 千円

地域生活支援拠点に阿見町は関与するのか。
町は、相談支援事業、緊急短期入所事業を委託するが、
他の事業については他のサービス事業所と同様に町
は関与しない。

問
答

地域生活支援拠点

教育総務費・事務局事務費（報償費） 3 万円

点検評価を委員会を組織せず、有識者一人にしてい
るのはなぜか。また、計上しながら毎年支払われな
い理由は何か。
点検評価については、実際、今行っていない。運用
や有識者一人については現在策定中の教育振興基本
計画の中で、具体的な内容を検討していきたい。未
払いについても事業評価シートの作成や方法を検討
する。

問

答

令和４年度一般会計予算は 176 億 6,200 万円で、
前年度と比べて 4.0％、6億 8,300 万円増となった。

令和４年度 当初予算可決

二区児童館

予算額
一般会計 176 億 6,200 万円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 48 億 8,300 万円
介 護 保 険 36 億 7,000 万円
後期高齢者医療 10 億 8,800 万円

小　計 96 億 4,100 万円
企業会計 44 億 170 万 4 千円
総　計 317 億 470 万 4 千円
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あみコミュニケーションセンター運営事業（委託料）

保健体育事務費（維持補修工事）

指導室事務費（報酬）

396 万円

222 万 6 千円

637 万 3 千円

あみコミュニケーションセンターの今後の運営の考
え方について。
開設から１０年以上が経過し、ふるさと納税開始を
契機に様々な特産品や加工品等が増えている。販売
機会の創出も課題
であり、現状を整
理し、運営体制や
立地を含めた今後
の活用方針を検討
する調査業務を委
託する。その結果
を検証し、より効
果的な施設の運営
を進める。

旧吉原小校庭遊具を撤去する理由は。
遊具の腐食が激しく、安全上問題があるため。
点検結果からすると緊急性はないと思うがなぜか。
学校としての利用がないため。

会計年度任用職員の生徒指導支援員について。以前、
生徒指導支援員は警察OB との答弁だったが、今の方
は警察OB なのか。
警察官OB です。
学校で子どもたちとぶつかった時、対応出来るのは
警察OB ではなく、教職員OB だと思う。規則が無く
なった以上、教職員OB の方でお願いしたい。
規則がないのでそのことも考
慮する。

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

旧吉原小学校の遊具撤去後

学校施設整備事業（建築土木工事）

下水道事業（料金体系の見直しについて）

産学官連携事業

3,176 万 4 千円

427 万 1 千円

本郷小学校屋内トイレ改修の内容と未改修校のスケ
ジュールはどのようになっているか。
現在、設計業務が終了していないので詳しくは答弁
できないが、湿式を乾式に替える、暖房便座に替える、
段差を解消する等他校と同様の改修となる。未改修
校についてのトイレ改修は計画策定をしていない。

下水道事業の料金の見直しについて、前回、下水道
も上水道と同様に改定したが、同じサイクルで改定
していくのか。
同時に改定するとは決まっていない。
下水道も従量制にするのか。
下水道事業は一般会計からの繰入がある。従量制に
すると実質値下げになり、そこは審議会で検討する。　

茨城大学と連携する調査研究業務は何か。
耕作放棄地解消に向けた地域づくりの研究と経営規
模に合った甘

かんしょ
藷の密植栽培の検討です。

東京農業大学と連携する調査研究業務は何か。
グリーンツーリズム受け入れ地域による基礎調査、
阿見町産美味しい地酒施策開発事業、新たな認定農
業者の発掘に向けた認定農業者連絡ホームページの
リニューアルです。

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

本郷小学校

人・農地プランの実質化に向けた座談会

あみコミュニケーションセンター 霞ケ浦浄化センター

令和４年度予算に関する討論

マイナンバー関連で、
デジタル庁はテレビコ

マーシャルを放送しているが、カー
ドの普及率は全国民の 38.6％です。
国がこのカードに健康保険証や銀行口座を紐付けする
背景には、国民の所得や資産、健康状態などの個人デー
タを国が管理するためです。このような事業には賛成
できない。
次に生徒指導支援員の問題で、支援員は児童生徒と
の信頼関係が大切なので、警察OB ではなく教職員OB
を採用すべきです。

今、原油価格が高騰
し、ガソリンの値上げ

が続いている。その中で年金は引き
下げられ、来年度には医療費負担が
1 割から 2 割に引き上げられる。医療費負担の引き上
げに反対しているので、これにも反対する。

国保会計は 3 月定例
会の議案で条例改正が

出されており、それには国保加入世
帯全てにおいて保険税が下がる。し
かし、本予算案は今まで通りの内容なので反対する。

上下水道審議会で、4・
5 年を目途に料金の改

定を答申するが、令和 2 年の決算で
は黒字だった。公営企業で独立採算
制であっても、過剰に利益を残す必要はない。料金の
引き下げを求めて反対する。

本予算は町民生活に密
接にかかわり、阿見町の
将来の展望を開く、きわめて重要な
ものだ。予算の議決権は議会のみが

有する権限であり、この議決なくしては確定せず、執
行することはできない。執行部には、無駄のない効率
的な予算の執行を要望し賛成をする。

増大する高齢者の医療
費は、日本の大きな社会
問題の１つである。今日まで国の発
展、阿見町の発展に貢献してくれた

地域の高齢者たちが病気やけがのケアを適切に受けら
れ、健康で元気な生活を取り戻すことができるよう賛
成する。

東京医大や県立医療大
学、町内の医療機関等と
ともに、健康づくり課などが主導し
て、予防医学など適正な受診を行う

ために全力を尽くされたい。加入する町民が、病気や
けがをした場合に安心して医療を受けることができる
よう賛成する。

水道事業は、町内全域
への拡張、深井戸による
自己水源の浄化の改善や更生、老朽
管の更新など、多くの課題を抱えて

いる。水道は、最も必要とされる社会インフラの１つ
であり、本予算を成立させることが町民利益となるこ
とから賛成する。

永井 義一 議員

永井 義一 議員

永井 義一 議員

永井 義一 議員

海野 隆 議員

海野 隆 議員

海野 隆 議員

海野 隆 議員

令和 4 年度阿見町一般会計予算

令和 4 年度阿見町後期高齢者医療特別会計予算

令和 4 年度阿見町国民健康保険特別会計予算

令和 4 年度阿見町水道事業会計予算

令和 4 年第１回定例会

令和 4 年第１回定例会

令和 4 年第１回定例会

令和 4 年第１回定例会
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教育委員会が中央公
民館に移動することに

より、利用頻度の高い 1 階多目的室
が使用不可となるのは、明らかに住
民サービスの低下だ。
教育委員会部局を集約するのであれば、生涯学習課
を本庁舎に戻すべきであり、メリットが見えずデメリッ
トの方が大きいと判断したので反対する。

私は原案に賛成だ。
町民の利便性を確保し、

個人情報の保護を図るためにはス
ペースを空けないといけない。教育
委員会を中央公民館に移すことで委員会の一体運用が
可能になる。したがって修正案には賛成できない。

中央公民館は、町内６カ所の公民
館及びふれあいセンターの中で一番
利用者が多い。町立図書館や町民体
育館も隣接していることから、利用
頻度が高くなっている。今後、多目的室の利用を出来
ないようにする条例の改正に反対する。

1 階フロアーでの町民の相談ス
ペースはどうしても必要。プライバ
シーの問題もあるので、奥の囲われ
たところで相談を受けるべき。相談
スペースを確保する意味でも補正予算の修正案には反
対し、原案に賛成する。

コロナの関係で１階執
務室は非常に狭くなっ
た。町民からの相談業務など距離を
取った形で行うべきだ。また、二つ

に分かれている教育委員会業務を一体的に行えるよう
な提案であり賛成だ。

条例改正でも討論さ
せていただいたが、デ
メリットの方が大きい明らかに住民
サービスの低下につながると思われ

る、債務負担行為を認めるわけにはいかないので修正
案に賛成する。

社会福祉課の前のスペースでは個
人的にプライバシーの問題があり、
住民との相談が出来ない。社会福祉
課関連の相談は非常にデリケートな

部分もあり、奥の方での会議室が必要。教育委員会が
一つの部局としてまとまる方が良いと考え、この条例
案に対して賛成する。

町民ファースト、町民の利便性を
いかに確保するかということが重
要。公民館の多目的ホールを潰すと
いうことは、今まで利用していた利

便性をなくしてしまうので、検討がなされなければな
らなかった。

高野 好央 議員

海野 隆 議員

栗原 宜行 議員

永井 義一 議員

海野 隆 議員

高野 好央 議員

永井 義一 議員

飯野 良治 議員

改正の内容

改正の内容

■賛否が分かれた議案

色がついている議案は、質疑または討論を掲載している議案です。

教育委員会以外の課の移転は検討したのか。
教育委員会を１カ所にまとめて事務局として置ける場所を考え、
中央公民館への移転を選択した。

中央公民館の多目的室利用停止の代替案として
吉原交流センターや旧実穀小学校跡地施設へ誘導する
とのことだが、交通手段は確保されているのか。
利用者の交通手段の検討はしていない。

議会事務局が公民館へ移転したほうがよいと思うが、どうか。
議場が本庁舎にあるので考えていなかった。

令和 4年度に教育委員会学校教育課及び指導室が阿見町役場本庁舎から中央公民館内に移動する
ことに伴い、利用できなくなる多目的室について、本条例で規定する使用施設より削除し、併せて、
現在貸し出しを中止している講師室及び第 3会議室についても削除する。

阿見町立公民館条例の一部改正令和 4 年第１回臨時会

問

問

問

答

答

答

債務負担行為から教育委員会移転関連費用を削除する

令和３年度阿見町一般会計補正予算に対する修正案　　発議者：栗原議員・高野議員令和 4 年第１回臨時会

教育委員会を中央公民館に移転させることは、ワンストップサービスを受けら
れた利用者のサービス低下を招く。就学前児童の手続きや転入転出にともなう
学校への手続きなど町長部局と密接に関係しており慎重に行う必要がある。

提案理由

討 論

討 論

質 疑

中央公民館

※議長（久保谷充議員）は、賛否同数のとき以外は表決に加わりません。
※「○」は賛成、「×」は反対、「－」は欠席を表します。

議案名
議
決
結
果

賛
否
数

議員名

賛
成

久
保
谷　

充

落
合　

剛

栗
田
敏
昌

石
引
大
介

高
野
好
央

樋
口
達
哉

栗
原
宜
行

飯
野
良
治

野
口
雅
弘

永
井
義
一

海
野　

隆

平
岡　

博

川
畑
秀
慈

難
波
千
香
子

紙
井
和
美

柴
原
成
一

久
保
谷　

実

吉
田
憲
市

反
対

阿見町立公民館条例の一部改正
原案
可決

12
－ ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

3

令和 3年度阿見町一般会計補正予算
原案
可決

14
－ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

1
令和 3年度阿見町一般会計補正予算に対する
修正案

原案
可決

3
－ × × ○ × ○ ○ × × × × × × × － × ×

12

令和 4 年第１回臨時会

令和４年１月 26 日　最終日
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令和３年度阿見町一般会計補正予算（第９号） 令和３年度阿見町一般会計補正予算（第９号）
令和４年第１回定例会 令和４年第１回定例会

阿見町は人口が増えているが、消防団員定数を減ら
すということは、消防力維持の観点からどのように
考えているのか。
団員数を減らしても機能不全に陥らないようにしな
ければならない。報酬の改善、平常時の訓練の充実、
家族の理解の醸成などを積極的に進めていく。

自動車盗難防止装置購入補助金は継続するのか。
本補助金は警察から大変いい制度だと好評で、事あ
るたびに紹介され、評価されている。しかし、まだ
61 件しか使われていないので、来年度以降、PR を
して今後も継続したい。

問 問

答

答

阿見町国民健康保険税条例の一部改正 財産の取得について（阿見町小学校入学祝い品支給ランドセル購入）
　

令和４年第１回定例会 令和４年第１回定例会

改正で増税になるような世帯はあるか。
阿見町には存在しませんが、年齢が 40 歳以上 65 歳
未満の介護保険料がかかる方で６人以上いる場合に、
計算上年間 1,000 円の増税となる。

落札単価が安くなったが、もともとこの単価ででき
たのではないか。
今回安価で契約ができたのは、複数業者による競争
の成果と考えている。
ランドセルの品質や仕様に変更があるか。
６色７種類で、変更はランドセルの内側部分を、全
色キャメル色で統一し、
男女それぞれ選べるよう
に変更をしているが、そ
の他の仕様については前
回と同じ。

問 問

答

答

問
答

総務常任委員会 総務常任委員会

民生教育常任委員会 民生教育常任委員会

議案名
議
決
結
果

賛
否
数

議員名

賛
成

久
保
谷　

充

落
合　

剛

栗
田
敏
昌

石
引
大
介

高
野
好
央

樋
口
達
哉

栗
原
宜
行

飯
野
良
治

野
口
雅
弘

永
井
義
一

海
野　

隆

平
岡　

博

川
畑
秀
慈

難
波
千
香
子

紙
井
和
美

柴
原
成
一

久
保
谷　

実

吉
田
憲
市

反
対

阿見町手数料徴収条例の一部改正
原案
可決

15
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

2

令和 4年度阿見町一般会計予算
原案
可決

16
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1

令和 4年度阿見町国民健康保険特別会計予算
原案
可決

16
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1

令和 4年度阿見町後期高齢者医療特別会計予算
原案
可決

16
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1

令和 4年度阿見町水道事業会計予算
原案
可決

16
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1

令和 3年度阿見町一般会計補正予算（第 10号）
原案
可決

12
× ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

5
中華人民共和国新疆ウイグル自治区での人権侵
害に関して、被収容者の釈放や人権侵害を終わ
らせるための有効な手段をとるよう国連諸機関
へ働きかけを求める意見書提出に関する請願

採択
12

× ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
5

最終日初日

阿見町女性消防団員

自動車盗難防止装置

議案名
阿見町職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正
阿見町職員の育児休業等に関する条例の一部改正
阿見町固定資産評価審査委員会条例の一部改正
阿見町個人情報保護条例の一部改正
阿見町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正
阿見町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正
阿見町国民健康保険税条例の一部改正
阿見町下水道事業受益者負担に関する条例の一部改正
阿見町下水道条例の一部改正
阿見町都市計画税条例の一部改正
令和 3年度阿見町一般会計補正予算（第９号）
令和 3年度阿見町国民健康保険特別会計補正予算
令和 3年度阿見町介護保険特別会計補正予算
令和 3年度阿見町後期高齢者医療特別会計補正予算
令和 3年度阿見町水道事業会計補正予算
令和 3年度阿見町下水道事業会計補正予算
令和 4年度阿見町介護保険特別会計予算
令和 4年度阿見町下水道事業会計予算（第 9号）
財産の取得について（阿見町小学校入学祝い品支給ランドセル購入）
阿見町農業委員会委員の任命につき同意を求めること（10件）
人権擁護委員の推薦につき意見を求めること（2件）
阿見町議会会議規則の一部改正
阿見町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正
ロシアによるウクライナへの侵攻に断固抗議する決議案
中華人民共和国新疆ウイグル自治区での人権侵害に関して、被収容者の釈放や人権侵害を終わらせるための有効な手
段をとるよう国連諸機関へ働きかけを求める意見書

■全議員が賛成した議案

■賛否が分かれた議案

令和 4 年第 1 回定例会

令和４年３月１日　初日　～３月 17 日　最終日

※議長（久保谷充議員）は、賛否同数のとき以外は表決に加わりません。
※「○」は賛成、「×」は反対、「－」は欠席を表します。
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実穀小学校区の 6 行政区 12
名の委員の方々が会議を重ねて
きたとのことだが、実穀小学校
は阿見町全体の財産である。実
穀小学校区だけで公民館建設としたのは間違いで
あり、反対する。

アメリカを中心とし
た西側の情報だけで判

断するのは早計だ。中国政府に対し
て透明性のある説明を働きかけたと
ころであり、現状からは国連の実態調査を行うことを
求め、今回の請願は慎重に判断する必要があると考え、
反対する。

旧実穀小跡地は、民地が含ま
れており権利関係も確定してい
ない。契約も無償借地等どのよ
うにするのか方針も定まってい
ない。この状況の中で建設を進めるのは無責任だ。
事前に所有者全員に説明会を開き、了解を得て権
利関係を確定すべきだと考え、反対する。

本年２月１日に第 208 回国会で
決議第１号「新疆ウイグル等におけ
る深刻な人権状況にたいする決議
案」が衆議院で可決している。意見
書を提出するのであれば、今後の国の状況をよく確認
してから提出すべきだ。

実穀小学校が廃校になる時に地元から
提出された跡地利活用に関する要望書
に、「地域住民にとって暮らしやすい『ま
ちづくり』に資する施設」とある。これ

はまさしく町が行っている「ふれあい地区館」であり、地
域拠点施設は、学校がなくなった地域の心からの要望だと
思い、賛成する。

請願の「新疆ウイグル
自治区への人権侵害問
題」は、今回のロシアによるウクラ
イナへの侵略と軌を一にするもので

ある。ロシアの問題でも、茨城県議会を始め多くの市
町村議会が抗議の決議を上げている。このような覇権
主義・人権侵害を無くすためにも今回の請願には賛成
する。

1. まちの活性化につながる先導的な施
設整備等の支援である。2. 具体的な KPI
成果目標の設定及び PDCA サイクルを
備えている。という理由から、事業費の

1/2 の地方創生拠点整備交付金の交付が決定した。今後、
地域の新しい交流拠点、まちの活性化につながる事業とな
るよう要望し、賛成する。

阿見町は既存の公民館運営の在り方を
問い直して大きく発展させる時期に来て
いる。この交付金を活用するにあたり、
これからの公民館、コミュニティセン

ターの在り方について、関係各課それぞれが発展性をもっ
て考えていってほしいと提案し賛成する。

柴原 成一 議員

飯野 良治 議員

栗原 宜行 議員

高野 好央 議員

久保谷 実議員

永井 義一 議員

難波 千香子 議員

紙井 和美 議員

　ロシアによるウクライナ侵攻は、国連憲章第２条第４項が禁じる違法な武力の行使であり、

重大な国際法違反である。

国連憲章第２条第４項は、すべての国連加盟国が領土保全などを目的とした「武力による威嚇、

武力の行使を慎まなければならない」と定めている。ロシアのプーチン政権のウクライナへの

侵攻は、国連憲章に違反し国際社会の平和と安全、秩序を著しく損なう暴挙であり断じて許す

ことはできない。

このような力を背景とした、一方的な現状変更への試みは明白な国際法違反であり、国際秩

序の根幹を揺るがすもので断じて看過できない。

既に先制攻撃により多数の民間人を含む人々の命が奪われている。ミサイルなどの爆撃によ

り、ウクライナに拠点を置く日本企業をはじめ現地在留邦人の生命が危ぶまれる事態である。

ここに阿見町議会は、ロシアに対し、ウクライナへの侵攻、軍事行動を直ちに中止するよう

求めるものである。

政府においては、現地在留邦人の安全確保に努めるとともに、国際社会と緊密に連携しつつ、

毅然たる態度でロシアに対して制裁措置の徹底及び強化を図り、即時無条件でのロシア軍の撤

退を求めるよう要請する。

　以上、決議する。

　令和４年３月９日　

「ロシアによるウクライナへの侵攻に断固抗議する決議案」可決

中華人民共和国新疆ウイグル自治区での人権侵害に関して、被収容者の釈放や人権侵害を終わらせる
ための有効な手段をとるよう国連諸機関へ働きかけを求める意見書提出に関する請願

令和 4 年第１回定例会

令和 3 年度阿見町一般会計補正予算（第 10 号）令和 4 年第１回定例会

町の上位計画へ位置づけの不
備、敷地権利の未処理の問題が
ある。特に敷地の問題は深刻で
あり地権者に意向確認もせずに、
これだけの規模の事業が町の上位計画へ位置付け
なく、納税者である町民全体に示されないまま事
業化されることはあってはならないことなので反
対する。

国の交付金を活用する事業であ
れば 66行政区を対象に検討委員
を選任し、住民同士で議論すべ
き。地元での回収率 54.9％のア
ンケートで「地域交流の拠点施設」364件の回答に
より始めた本事業は、主観的な満足度の指標ではな
く、客観的な数値から町民にとって必要ない施設と
判断されたことは明白。

施設整備を進める中で課題が 2 点あ
る。この土地には民地があり、地権者
も 30 名を超えている。令和 8 年には本
郷小学校区の児童数が 600 人を超える。

この問題も含め地域住民の声を大切にし、地域課題を解決
していくことを期待して賛成討論とする。

どんな施設にすれば世代を通して地域交
流を図れるかを現在まで９回、月日にする
と５年、検討を重ねている。今回の国庫補
助金、財源の確保としてもそうだが、何よ

り地元の要望に全力で取り組んでくれていることに感謝して
いる。この補助金を活用し地元の要望を叶えてもらいたい。

旧実穀小学校の跡地利活用問題は学校
再編計画を進めた前町長時代からの重要
な課題だった。地元の要望を受けた施設
実現のため、町民負担を軽減する「より

有利な国庫補助」を獲得するために奔走した職員に敬意を
表し、早期に実穀ふれあいセンターが整備されるよう賛成
討論とする。

高野 好央 議員

飯野 良治 議員

川畑 秀慈 議員

栗田 敏昌議員

海野 隆 議員
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議案名

専決処分の承認を求めることについて（阿見町税条例等の一部改正）

専決処分の承認を求めることについて（阿見町都市計画税条例の一部改正）

専決処分の承認を求めることについて（阿見町国民健康保険税条例の一部改正）

阿見町職員の給与に関する条例等の一部改正

阿見町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正

阿見町会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部改正

阿見町教育委員会委員の任命につき同意を求めること

阿見町監査委員の選任につき同意を求めること

令和 4 年第２回臨時会

■全議員が賛成した議案

令和４年４月６日　最終日

※議長（久保谷充議員）は、賛否同数のとき以外は表決に加わりません。
※「○」は賛成、「×」は反対、「－」は欠席を表します。

議案名
議
決
結
果

賛
否
数

議員名

賛
成

久
保
谷　

充

落
合　

剛

栗
田
敏
昌

石
引
大
介

高
野
好
央

樋
口
達
哉

栗
原
宜
行

飯
野
良
治

野
口
雅
弘

永
井
義
一

海
野　

隆

平
岡　

博

川
畑
秀
慈

難
波
千
香
子

紙
井
和
美

柴
原
成
一

久
保
谷　

実

吉
田
憲
市

反
対

阿見町職員の給与に関する条例等の一部改正
原案
可決

15
○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2
阿見町会計年度任用職員の報酬、期末手当及び
費用弁償に関する条例の一部改正

原案
可決

15
○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2

■賛否が分かれた議案

一般職及び会計年度職員で、条例ではどのように書かれているのか。　　
一般職と同様に会計年度職員も同率で調整をかけていく。
人事院勧告に伴っての条例改正は、町独自で引下げを行わなくても可能か。
明確な基準はなく下げない事もありえる。

阿見町職員の給与に関する条例等の一部改正

阿見町会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部改正
令和 4 年第２回臨時会

問

答

問

答

人事院勧告に伴う減額の件ですが、今物価が上がっている中でも賃金は
上がっていない。人事院勧告によって阿見町も減額する必要はない。公務
員の賃金が下がることによって、民間の賃金も下がるので、反対する。

永井 義一 議員討 論

質 疑

阿見町教育委員会委員の任命につき同意を求めること令 和 ４ 年
第２回臨時会

教育委員決まる
欠員が生じているため、議会の同意により次の方が教育委員に決まりました

湯
ゆ

　原
はら

　敦
あつ

　子
こ

　　　若栗　　６０歳

阿見町農業委員会委員の任命に
つき同意を求めること（10 件）

人権擁護委員の推薦につき意見
を求めること（2 件）

令 和 ４ 年
第１回定例会

令 和 ４ 年
第１回定例会

農業委員会委員決まる
任期満了に伴い、議会の同意により次の方
が農業委員会委員に決まりました

小
こ

松
まつざき

崎　秀
ひで

　昭
あき

　　阿見　　　５９歳

大
おお

　塚
つか

　芳
よし

　夫
お

　　小池　　　６２歳

吉
よし

　田
だ

　修
のり

　夫
お

　　大形　　　６５歳

島
しま

　田
だ

　辰
たつ

　男
お

　　大形　　　６４歳

栁
や ぎ ゅ う

あ生　利
とし

　幸
ゆき

　　島津　　　５７歳

藤
ふじ

　平
ひら

　清
きよ

　子
こ

　　荒川本郷　７１歳

本
ほん

　間
ま

　　保
たもつ

　　　若栗　　　６５歳

吉
よし

　田
だ

　和
かず

　嗣
し

　　吉原　　　３８歳

横
よこ

　張
ばり

　清
きよ

　彦
ひこ

　　中央　　　６５歳

中
なか

　島
じま

　　悟
さとる

　　　荒川本郷　５１歳

人権擁護委員決まる
任期満了に伴い、議会の意見として次の方
が人権擁護委員に適任と判断しました

田
た

　﨑
さき

　保
やす

　子
こ

　　　塙　　　７２歳

坪
つぼ

　田
た

　和
かず

　広
ひろ

　　　中央　　６６歳

この条例はマイナンバーカードの有無によって、庁舎内の窓口と多機能端末機での手数
料に差異を付けるものであり、住民全体の利便性の向上にはつながらない。これを設置す
るのであれば、窓口の交付手数料も 200 円に減額すべきです。

永井 義一 議員

　
阿見町手数料徴収条例の一部改正令和 4 年第１回定例会
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議会活動 Until April
2022

令和４年４月～令和６年３月

４月６日に行われた令和４年第２回臨時会で、
各常任委員会、議会運営委員会など、令和６年
３月までの２年間の新体制が決定した。

進・議・帯　

一致団結！ 意識改革！

進め議会！

連帯 ・ 連携！

議　長

平岡　博　
副議長

川畑　秀慈

　
こ
の
た
び
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を

い
た
だ
き
、
議
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
身
に
余
る
光
栄
と
存
じ
ま
す

と
と
も
に
、
そ
の
重
責
に
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
、
迅
速

か
つ
的
確
な
施
策
を
実
現
で
き
る
よ

う
、
皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
副
議
長
と
い
う
大
任
を
拝
し
、
二

元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
責
任
の
重

さ
を
改
め
て
痛
感
い
た
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
議
長
を
支
え
、
円
滑
な
議

会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
今
ま
で
進
め
て
き
た
議
会
改
革

を
さ
ら
に
推
進
し
て
、
住
民
の
皆
様

の
付
託
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

総　務　常　任　委　員　会

産　業　建　設　常　任　委　員　会

民　生　教　育　常　任　委　員　会

委
員
長海

野
　
隆

荒
川
本
郷
・
69
歳

委
員
長吉田

　
憲
市

曙
・
71
歳

委
員
長紙井

　
和
美

阿
見
・
63
歳

副
委
員
長

難
波
　
千
香
子

中
央
・
67
歳

副
委
員
長

永
井
　
義
一

鈴
木
・
65
歳

副
委
員
長

久
保
谷
　
実

阿
見
・
71
歳

委
　
員野口

　
雅
弘

廻
戸
・
62
歳

委
　
員久保

谷
　
充

中
央
・
72
歳

委
　
員柴原

　
成
一

荒
川
本
郷
・
69
歳

委
　
員飯野

　
良
治

上
長
・
73
歳

委
　
員樋口

　
達
哉

岡
崎
・
62
歳

委
　
員川畑

　
秀
慈

う
ず
ら
野
・
65
歳

委
　
員高野

　
好
央

島
津
・
50
歳

委
　
員平

岡
　
博

島
津
・
72
歳

委
　
員栗田

　
敏
昌

実
穀
・
39
歳

委
　
員石引

　
大
介

飯
倉
・
43
歳

委
　
員落

合
　
剛

実
穀
・
27
歳

阿
見
町
監
査
委
員

栗
　
原
　
宜
　
行

一
部
事
務
組
合
議
会
議
員

・
龍
ケ
崎
地
方
衛
生
組
合

吉
　
田
　
憲
　
市

久
保
谷
　
　
充

・
牛
久
市
・
阿
見
町
斎
場
組
合

　
野
　
口
　
雅
　
弘

　
高
　
野
　
好
　
央

　
栗
　
田
　
敏
　
昌

・�

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

平
　
岡
　
　
　
博

・�

稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

　
難
波
　
千
香
子

　
海
　
野
　
　
　
隆

　
栗
　
原
　
宜
　
行

議
会
運
営
委
員
会

委
　
員
　
長
　
久
保
谷
　
　
充

副
委
員
長
　
高
　
野
　
好
　
央

委
　
　
員
　
吉
　
田
　
憲
　
市

　
委
　
　
員
　
紙
　
井
　
和
　
美

　
委
　
　
員
　
川
　
畑
　
秀
　
慈

委
　
　
員
　
海
　
野
　
　
　
隆

予
算
決
算
特
別
委
員
会

委
　
員
　
長
　
飯
　
野
　
良
　
治

副
委
員
長
　
落
　
合
　
　
　
剛

（
他
16
名
）

広
聴
広
報
特
別
委
員
会

委
　
員
　
長
　
難
波
　
千
香
子

副
委
員
長
　
永
　
井
　
義
　
一

委
　
　
員
　
紙
　
井
　
和
　
美

　
　
委
　
　
員
　
川
　
畑
　
秀
　
慈

　
　
委
　
　
員
　
高
　
野
　
好
　
央

　
　
委
　
　
員
　
落
　
合
　
　
　
剛

議
会
改
革
等
調
査
研
究
特
別
委
員
会

委
　
員
　
長
　
吉
　
田
　
憲
　
市

副
委
員
長
　
紙
　
井
　
和
　
美

委
　
　
員
　
久
保
谷
　
　
充

　
　
委
　
　
員
　
川
　
畑
　
秀
　
慈

　
　
委
　
　
員
　
永
　
井
　
義
　
一

　
　
委
　
　
員
　
飯
　
野
　
良
　
治

　
　
委
　
　
員
　
栗
　
原
　
宜
　
行

　
　
委
　
　
員
　
高
　
野
　
好
　
央

　
　
委
　
　
員
　
落
　
合
　
　
　
剛

委
　
員栗原

　
宜
行

塙
・
66
歳

地方自治法第100条第12項の規定による協議又
は調整を行う場とする。

任期2年。各常任委員会委員長３名＋直近の議

長経験者１名＋現職副議長１名＋議長が指名す
る者１名。議会運営全般、議会報告会を所管する。

任期2年。6名（各常任委員会から2名）
議会だよりの発行、議会モニター制度を所管する。

任期2年。全議員。当初予算、決算及び事務事業
を一体的に審査・調査する。

令和5年12月まで。9名（各常任委員会から1名以上）

町議会 議 長 本会議 常任委員会

総務常任委員会

民生教育常任委員会

産業建設常任委員会

特別委員会

議会改革等調査
研究特別委員会

予算決算特別委員会

広聴広報特別委員会

議会運営委
員会委員会

全員協議会

阿見町議会の新体制
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テーマ：予算審議に向けて
研修では、９月に行われた決算審査の中で、会議録をもとに「効果

的だった質疑」「効果が低かった質疑」を抽出し、効果的な質疑のポ
イントや、どのように改善すれば効果的な質疑になるのかなどについ
てグループごとに話し合った。

グループでまとめた意見を全議員で共有し、３月定例会での予算審
議の際に具体的にどのような質疑を行えば効果的な質疑になるのかを
考えた。
最後に、岩﨑氏から決算審査の着眼点や令和４年度予算の注意点な

どの説明を受けた。

阿見町議会 第８回 議員研修会開催 令和４年１月 23 日 阿見町役場

❖❖❖　議会改革アドバイザー岩﨑弘宜氏による議員研修会　❖❖❖

令和 3年 4月から「阿見
町議会改革アドバイザー設
置要綱」を制定し、現職公
務員の岩﨑氏（取手市議会
事務局次長）に議会改革ア
ドバイザーを委嘱し、議会
ICT 化の推進や災害時の対
応をはじめ、さまざまな議
会活動に取り組み、議会改
革を進めてきた。
その活動が全国町村議会

議長会の「令和 3年町村議
会表彰」を受賞した。

阿見町議会は、昨年４月から
議会改革ランキング全国１位の
取手市議会の事務局次長である
岩﨑氏に議会改革アドバイザー
を委嘱し、議会改革に取り組ん
できた。その結果、昨年度は、
当町議会がマニフェスト大賞
2021 でエリア選抜に選ばれた
り、令和３年度町村議会表彰を
受賞するなどの成果があったこ
とから、令和４年度も引き続き
岩﨑氏に議会改革アドバイザー
を委嘱した。

令和 3 年度町村議会表彰を受賞

議会改革アドバイザー委嘱状交付式

町民からの意見、要望を広く収集し、議会活性化の推進に微力ではございますがお
役に立てれば幸いです。

10 年間の少年団活動（朝日ミニベスパ：ミニバス）から、成長実感に満ちた子供
達が世界へ羽ばたく町運営を望みます。

阿見町の議会を Youtube にて、視聴している方は、まだまだ少ないと思います。
配信している事を理解している人も少ないでしょう。沢山の方に見て頂けるように、
何かお役に立てれば幸いです。

議会だよりの新名称等、改革の機運が盛り上がる中、モニターとして議員活動に対
して更に「町民関心度向上」に寄与していきたいと思います。

議会の本会議・常任委員会の進捗状況の流れは、時々の傍聴のなかで若干の知識は
持っているつもりですが、議会改革や活性化の推進を前提とした政策提案機能の強
化となると負荷を覚えます。

議会モニターへの参加により、阿見町の将来の姿への取り組み状況や町議会による
町民意見の反映状況等について、理解し勉強したいと思っております。

子育て中の主婦目線で意見していきたいと思います。よろしくお願いいたします。

山崎　孝一（やまざき　こういち）

深田　崇（ふかだ　たかし）

小松澤　史江（こまつざわ　ふみえ）

安相　賢二（あそう　けんじ）

議会モニターの皆さんを紹介します

水野　秧一郎（みずの　なえいちろう）

田澤　康男（たざわ　やすお）

栗原　友香（くりはら　ゆか）

▲表彰状伝達の様子（２月 28日）
右：茨城県町村議会議長会前事務局長

　　清水　恵弘　氏
左：阿見町議会前副議長　難波　千香子

▲左：阿見町議会前議長　久保谷　充

▲委嘱状交付式の様子（４月 13日）
左：岩

いわ
﨑
さき
　弘
ひろまさ
宜　氏

右：阿見町議会副議長　川畑　秀慈
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◆◆ 令和３年度　阿見町議会議員の主な会議等出席状況表 ◆◆

開
催
日

議員名

議会名

総　　務 民生教育 産業建設

樋
口
達
哉

石
引
大
介

久
保
谷
実

柴
原
成
一

川
畑
秀
慈

野
口
雅
弘

栗
原
宜
行

飯
野
良
治

紙
井
和
美

永
井
義
一

高
野
好
央

落

合
　

剛

平

岡
　

博

吉
田
憲
市

久
保
谷
　
充

難
波
千
香
子

海

野
　

隆

栗
田
敏
昌

４月20日 第２回臨時会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
６月１日 第 2回定例会初日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ❸ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
６月２日 第 2回定例会一般質問１日目 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
６月３日 第 2回定例会一般質問２日目 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
６月４日 第 2回定例会一般質問３日目 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
６月７日 総務常任委員会 〇 〇 〇 〇 〇 〇
６月７日 民生教育常任委員会 〇 〇 〇 〇 〇 〇
６月８日 産業建設常任委員会 〇 〇 〇 〇 〇 〇
６月15日 第 2回定例会最終日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
７月20日 第 3回臨時会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
８月17日 第 4回臨時会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
９月６日 第 5回臨時会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
９月14日 第 3回定例会初日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
９月15日 第 3回定例会一般質問１日目 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
９月16日 第 3回定例会一般質問２日目 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
９月17日 第 3回定例会一般質問３日目 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
９月21日 総務常任委員会 〇 〇 〇 〇 〇 〇
９月21日 民生教育常任委員会 〇 〇 〇 〇 〇 〇
９月22日 産業建設常任委員会 〇 〇 〇 〇 〇 〇
９月24日 予算決算特別委員会（総務所管分） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
９月27日 予算決算特別委員会（民生教育所管分） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ② 〇 〇 〇 〇 〇
９月28日 予算決算特別委員会（産業建設所管分） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
10月５日 第 3回定例会最終日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
12月７日 第 4回定例会初日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
12月８日 第 4回定例会一般質問１日目 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ❷ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
12月９日 第 4回定例会一般質問２日目 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
12月10日 第 4回定例会一般質問３日目 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
12月13日 総務常任委員会 〇 〇 〇 〇 〇 〇
12月13日 民生教育常任委員会 〇 〇 〇 〇 〇 〇
12月14日 産業建設常任委員会 〇 〇 〇 〇 〇 〇
12月17日 第 4回定例会最終日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
１月26日 第 1回臨時会 〇 〇 〇 ❷ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ❷ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
３月１日 第 1回定例会初日 〇 〇 〇 〇 〇 ❷ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ❷ 〇 〇 〇
３月４日 総務常任委員会 〇 〇 〇 〇 〇 〇
３月４日 民生教育常任委員会 〇 〇 〇 〇 〇 ❷
３月７日 産業建設常任委員会 〇 〇 ❷ 〇 ❸ 〇
３月８日 予算決算特別委員会（総務所管分） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ❷ 〇 〇 〇
３月９日 第 1回定例会２日目 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ❷ 〇 〇 〇
３月９日 予算決算特別委員会（民生教育所管分） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ❷ 〇 〇 〇
3月10日 予算決算特別委員会（産業建設所管分） 〇 〇 〇 ② 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ❷ 〇 〇 〇
3月17日 第 1回定例会最終日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
○出席　　●欠席　　①②③は遅刻・早退・外出
欠席理由：❶…冠婚葬祭　　　❷…体調不良　　　❸…その他
遅刻・早退・外出理由：①…冠婚葬祭　　　②…体調不良　　　③…その他

次回定例会

6 月 7 日（火）

本会議、議会運営委
員会、常任委員会、特
別委員会、全員協議会
は傍聴できます。
本会議は役場１階ロ

ビーのテレビでもご覧
いただけます。

編 集 後 記
阿見町議会では開かれた議会づくりに向け、議会
モニター制度を導入いたしました。モニターの方か
らは会議の傍聴、議会だより、ホームページに関し
てご意見をいただきながら、議会の「知らせる努力」、
有権者の「知る努力」の双方の距離を縮められるよ
う、更なる議会改革の推進に取り組んでまいります。
どうぞよろしくお願いいたします。

難波　千香子

【委員長】
難 波 千 香 子

【副委員長】
永 井 義 一

【委　員】
紙 井 和 美
川 畑 秀 慈
高 野 好 央
落 合 　 剛

新委員紹介

18 日 議会改革等調査研究特別委員会
18日 議員研修会

11日 議会だより編集委員会
13日 議会改革等調査研究特別委員会
17日 議会だより編集委員会
18日 全員協議会
18日 議会運営委員会
18日 議会報告運営委員会
23日 議会改革等調査研究特別委員会
23日 議員研修会
25日 稲敷地方広域市町村圏事務組合全員協議会
26日 第１回臨時会

12月

1月

4 日 全員協議会
8日 牛久市・阿見町斎場組合議会全員協議会
8日 牛久市・阿見町斎場組合議会定例会
9日 予算決算特別委員会
14日 龍ケ崎地方衛生組合全員協議会
14日 稲敷地方広域市町村圏事務組合定例会
21日 議会報告運営委員会
22日 全員協議会
22日 議会運営委員会
25日 議会運営委員会
25日 龍ケ崎地方衛生組合定例会

2月

1 日 第１回定例会本会議
3日 議会改革等調査研究特別委員会
4日 総務常任委員会
4日 民生教育常任委員会
7日 産業建設常任委員会
7日 議会報告運営委員会
8日 予算決算特別委員会
9日 第１回定例会本会議
9日 予算決算特別委員会
10日 予算決算特別委員会
10日 全員協議会
10日 議会運営委員会
17日 第１回定例会本会議

3月

1 日 議会運営委員会
4日 議会だより編集委員会
6日 全員協議会
6日 第２回臨時会
8日 議会運営委員会
12日 議会運営委員会
13日 広聴広報特別委員会
14日 総務常任委員会
14日 民生教育常任委員会
19日 全員協議会
19日 予算決算特別委員会
19日 総務常任委員会
19日 産業建設常任委員会

4月

議会日誌議会日誌

令和3年  令和4年
　 12 月～ 4月の議 会 日 誌
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よ う こ そ 阿 見 町 議 会 へ ！
４月６日、二所ノ関親方から阿見町議会にご挨拶いただきました。
令和４年５月以降、二所ノ関部屋は、阿見町に移転する予定です。
阿見町議会も、二所ノ関部屋を応援します！

《二所ノ関親方からのご挨拶》
このたび、あみ大使に就任することになりま
した。
そして今年の 6 月に阿見町民になります。
この阿見に相撲愛を根付かせられるよう一生
懸命がんばりますので、今後ともご指導ご鞭撻
のほどよろしくお願いいたします。

《阿見町議会議長からの
　歓迎のことば》

ようこそ阿見町へ。心より歓
迎申し上げます。
議会としても、町執行部と連
携を図りながら、そして部屋
の皆さんと町民との様々な交
流を通して、相撲ファンがま
すます増えていくよう、最大
限の応援をしてまいります。
二所ノ関親方をはじめ、二所
ノ関部屋の益々のご発展とご
活躍をご祈念申し上げます。


